
京都市未来まちづくり100人委員会 

第2回議事録 

【開催概要】 

 日時 10月25日（土）  

   13:00～16:30 

 会場 京都御池創世館地下一階研修室 

 参加者 委員78 名 

 

【スケジュール】  13:00 開会 

 13:10 プログラム説明 

 13:20 議題出し 

 14:00 第１ラウンド 

 14:50 休憩 

 15:00 第2ラウンド 

 15:50 議論共有 

 16:40 閉会 
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▼ 議題 どんな人が住んでいる京都をイメージするか？ど

んな人に観光に来てほしいか 
▼ 参加者 【上田】野崎，松葉，森山，梶，鷲田 

▼ 議論の内容 
・京都って，どんな街なのか，数値で教えてほし

い？ ・住んでいる人がマナーが良い。 教育が重要 

・マナーが良い街 
・適度なコミュニティーが必要 

・街の行政が作るのか？ 
・街づくりは，お金が無いとできない！ 

・京都って何でそんなに有名なの？ 

・観光客を限定する。 
(仮)まちづくりは市がするものではない 

▼ 結論 町衆を育てる街づくりをする 
▼ 次回に向けて 

京都市の住民の構造を明確にしたい。 

Ex：７５歳以上，流出人数 
 ▼ 議題 京都市民の大切にしたい「暮らしのコンセプト」

をつくり，それに沿って街づくりをする 

▼ 参加者 【森山】鷲見，nadine，上田，池口 

▼ 議論の内容 
【問題提起】オーストリアのウイーンに旅したと

(２ ページに続く) 
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京都市未来まちづくり100人委員会 第二回会議議事録 き，ウイーンの街には，「ゲミュートリッヒ(ムー

ドのある)」という市民の“暮らしのコンセプト”

なるものがあると聞いた。 
そのコンセプトにそって，街全体が人間が歩いて

１０～１５分で主要な施設に行けるなどの「人間

サイズ」で設計されており，タクシーの運行や電

車の運行も，そのコンセプトを実現するために，

最適と考えられる時間帯・安全面の工夫などがな

された仕組みになっている（ソフトの充実）。こ

うした体験から，京都の街づくりを考える際に

も，道路や建物などのハード面の検討に入る前

に，まずソフト面の京都市民の大切にしたい“暮

らしのコンセプト”をつくり，それを実現するた

めのハードに着手するようにしてはどうか。 

【意見，アイデア】（４名） 
・京都のコンセプトといえば，「おもてなし」と

いうのがある。しかし，これは「観光客」を対象

にしたもので，どちらかといえばお金儲けの視点

であり，京都市に住んでいる人のためのコンセプ

トではないと思う。 
・ 私としては，「時間がゆっくり流れている」と

いうコンセプトがいいと思う。お寺や神社などが

数多くある環境の中で，「時間をゆっくり過ご

す」ということだ。 
・夜，京都人が楽しめる場所がない。 

・鴨川でのバーべキューが禁止された。その理由

は地元の京都人でない人がバーべキューをした後

ゴミ等を捨てていくからだと聞くが，地元の人は

自然の中でみんなで一緒に飲んで楽しみたい。 

・観光客をもてなすためや，地元の人以外の人の

迷惑行為を排除するために，京都人の自然な楽し

みが削られるのは，いかがなものか。 

・他の地方の人々が，「一瞬あるいは１日，京都

人になりたいために，京都に観光に来る」，そし

て，私たちは，「京都人と同じように京都を過ご

して下さるなら，仲間にしてあげましょう」とい

うような具合になれないものか。「おもてなし」

というコンセプトではなく「１日京都人（１日だ

けど私たちと同じ京都人）」というコンセプトで

ある。他の地方の人々も，京都が自分の家なら，

平気で汚すということはないだろう。 

・京都に住む人に「特権」をつくるというのはど

うだろうか。京都人なら，寺社の一番いいところ

も自由に出入りできる。小さな子どもの頃から本

物の良い物を見て育つ。観光客は，ここまでしか

入れないという制限がある。京都人からの紹介が

あれば，京都人と同じように自由に出入りでき

る。つまり，「一見（いちげん）さん」お断り，

しかし，メンバー紹介があればＯＫ，というよう

な仕組みである。 
・和歌山県での試み：県民でない人も，件に申し

出て県外の「県民」になれる。県民カード（テレ フォンカードでできている）が送られ，県内の観

光名所や売店のリストが送られる，そのカードを

提示すれば「県民」割引がある。 

・他の地域の人々が，京都の文化に触れ親しんだ

京都人に接して「京都人になりたい」と思っても

らう。「数日の滞在から，長期滞在へ，長期滞在

から京都に住まう」，そんな気持を起こさせる仕

掛けがいいと思う。 
・京のよさが，毎日の生活の中で，自然と京都人

に染み込んで行くような感じが良い。そして，自

然をめでる心が生まれ，「ゆっくりとした時間を

楽しむ」，ロマンである。 
・京都人と東京人との，昼や夜の過ごし方・体験

の違いがハッキリわかるような，京都にしたい。 

▼ 結論 道路や建物などのハード面の検討に入る前に，ま

ずソフト面の京都市民の大切にしたい"暮らしのコ

ンセプト"をつくり，それを実現するためのハード

に着手するようにしてはどうか。 

▼ 次回に向けて 
                     ▼ 議題 景観問題 景観条例(桂坂マンション反対活動問題

を考える) ▼ 参加者 【大西】宗田，並河 
▼ 議論の内容 

桂坂のロータリーに，5階建てのマンション計画

が立つ。住民を中心に反対運動が起こり，6000人

の署名を集め，計画は現在止まっている。しか

し，その土地は会社が持っていて，まだ安心はで

きない。 

(１ ページから続く) 

(３ページに続く) 
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京都市未来まちづくり100人委員会 第二回会議議事録   →この問題をきっかけに，より，まちのことを

住民が考え始める。今は，３階建て以下の，大型

スーパー等ではない，商業施設にしたいと考えて

いる。   →しかし，実際に，住民中心の案を具体化して

いくだけの商業，経済の知識を持っていて，行動

してくれる人がいない。 
住民同士のつながりが，そこまで強く無い人もお

り，「あの人，マンション計画はなくなったのに

何してはるんやろう？・・・」という目を恐れて

しまい，思い切り動けない部分もある。 

▼ 結論 今日は結論は出ていないけど，下線の部分が解決

すれば，もっと進んでいくのではないか？と考え

ています。「この人にはいきなり声をかけられな

い」とか「どう見られたら困る」とかではなく，

とりあえず聞いてみる，声をかけて話してみると

いうところから，コロコロ前進するのではないか

と思いました。 
▼ 次回に向けて 

商業，経済の知識を持っていて，行動してくれる

人で桂坂に関わりのある方。 
ちょっとでも桂坂を知っている人などを探してい

ます！！   ▼ 議題 統廃合された小学校を有効利用！！ 

▼ 参加者 【大西】髙木，安田，藤林，こまい，中村，吉

田，石川 ▼ 議論の内容 
・地域に閉鎖されすぎている？ 

  利用するための手順の問題 

  廃校になった小学校の有効な使い方。 

 ・様々な障壁 (教育委員会？地元自治会？市議

会？)  ・小学校利用についての，開かれた会議はあるの

か？ ▼ 結論 小学校をどう利用してほしいのか？どう利用した

いのか？ →開かれた会議をするべき 
▼ 次回に向けて 

  ▼ 議題 統廃合された小学校を有効利用！！（２） 
▼ 参加者 安田，山田，馬場 

▼ 議論の内容 
・小学校跡地についての話し合い。 

・観光名所にある小学校の利用の仕方。 

・市と地元の兼ね合いが難しい。 

・観光地をスムーズに結ぶ方法 

→(例：周りに電車を走らす) 
▼ 結論 ▼ 次回に向けて 

  ▼ 議題 新しい観光の形について まずは，二条城周辺か

ら・・・！ ▼ 参加者 【若村】高野，鈴木，二塚，蜂谷，栗山，池口，

小林 ▼ 議論の内容 
 ・二条城は市の所有 

二条城を中心として，新しい観光の形を提案 

 →京都のほかのエリアへ広げる。まずは二条城

周辺から!!  ・JR，地下鉄 二条駅→(歩く)→神泉苑，二条

陣屋→(歩く)→二条城→(歩く) 
  →堀川(水の流れ) 

 歩いてめぐる 
 ・観光ガイドマップを市民の手で作る。 

 ・市で発行してホテルや駅で配布 

 ・二条城エリア外にもこの仕組みを広げていく 

魅力を見つける 
 ・観光ガイドの仕組み 

 ・地元の人が魅力を出し合う交流 

観光の町づくり，道づくり 
 ・歩く観光を進める(Pの位置，料金) 

 ・点の観光→面の観光へ 
 ・町中で今の京都を見る 

▼ 結論 まだまだ新しい形ができそうな二条城周辺を手始

めに，「歩く」事で新しい京都の魅力を発見でき

る観光の形を作っていく 
▼ 次回に向けて 

市のものだったのか。是非，実行を！ 

  ▼ 議題 子育てしたくなるまち 
▼ 参加者 【青木】森本，松江，サチコ 

▼ 議論の内容 
・地域差のある状況。子供の事件が多い 

(２ページから続く) 

(４ページに続く) 
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京都市未来まちづくり100人委員会 第二回会議議事録 ・地域差。まちなかは育てにくい。ベビーカーを

たたむかどうか。 
・親子の絆。絆を深める「しかけ」 

・あずかりさん，おあずけさん制度はある 

▼ 結論 子育てに多様な価値観，主体が参加できるよう，

行政がサポートしていく「しかけ」 

▼ 次回に向けて 
現状，どんなサポート支援があって，どう生かさ

れているのかを調べる。 
       ↓ 

改善点を探る 
  ▼ 議題 子供が，心身ともに健やかに育っていける京都に

したい。 ▼ 参加者 【ひろえ】山本，土岐，山口，岡本 

▼ 議論の内容 
・《子供を育てる》ではなく，子供が育っていけ

る京都 ・まちづくりの根底に，人のつながり，子供に生

命の尊さ，国の平和(世界平和) 

(生命の尊厳が失われつつある)生命→人への思い

やり→まちづくり 
・『生命の尊さ＝死への思い』→京都はもともと

知っている 現代：心が痛んでいる。先進国になったが，心の

ケアだけが失われてきた 
→家庭崩壊 ・京都は元々内部の結束が強い。(近所)→入りづ

らいが，入ったら守られる。 
・地の人と新住民の別はあるが・・・まだまだ 

「他人の子も我が子」という気持ちが欠けてい

る。 →心の教育ができてなかった→見た目の豊かさだ

けを求めすぎた結果。 
※心が豊かになれば，京都にある問題は解決でき

るはず→人間づくりから直していかなければなら

ない。 (景観→通り過ぎるだけでは駄目。歩いて見るま

ち)相手の気持ちを考える。 
▼ 結論 「他人の子も我子」 

心が豊かになれば問題は解決できる！ 

▼ 次回に向けて 
人間づくりを見直そう！ 

 ▼ 議題 隣近所の人と必ずつながりがもてる(仲良くなれ

る)街について 

▼ 参加者 【堀田】上田，立松，広岡，堀川，富吉，岡野，萩

原，トモヒロ，江森，上原  
▼ 議論の内容 

マンションに住む人達の町内会や自治会の参加率

が低い。 町内会や，アパートの，共同スペースが無くなっ

た。 [つながりが持てることによる] 

〈メリット〉    災害や困ったときに助け合

える，「楽しいこと」が身近にできる 

〈デメリット〉  隣に住んでいる人が危ない人

だったら，事件になりそう 
→デメリットの方が感覚的に大きく，つながりを

持とうと思わない。 
しかし，客観的に見ると，メリットの大きさに気

付く。 「どうすればつながりが作れるか」 

・町の共有スペースを作って出会う機会を 

・マンションのコンセプトを決めた上での売り込

み Ex：月１回はみんなで飲み会します。などなど 

▼ 結論 なんとなくつながりがあったほうが良い 

▼ 次回に向けて 
議論の余地あり 

方策を考えたい！(考えねばならない) 

  ▼ 議題 京都の公有資産を市民が最大限に利用するまちづ

くり ▼ 参加者 【木村】国松，立花，石盛，山本，吉川 

▼ 議論の内容 
行政の審議会での議論になっており，市民のニー

ズとズレがある。 
過去作られた施設も耐用年数が過ぎているのに使

用形態は変わっていない。 
堀川の開発の問題でも建設途中で計画の変更があ

り利便性と問題がある。 
二条城前の公有地をめぐって，文化庁の意向を重

視しすぎて２０年間空地のままである。 

▼ 結論 このテーマでは，市民は「利用者」としての立場

でものを言うことになり， 
市民の財産をどうするかというところを議論して

いきたい。 ▼ 次回に向けて 
   

(３ページから続く) 

(５ ページに続く) 
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京都市未来まちづくり100人委員会 第二回会議議事録 ▼ 議題 京都を「自分の町」と思う若者を増やすには 

▼ 参加者 【新妻】 ▼ 議論の内容 
京都がすきなのは何で？ 

→学生が多くつながりやすい。活動しやすい。学

生に親切。 一人暮らしをしている学生が，町内会など地域と

結びつくには？ 
→地域のイベント情報が学生に伝わってきてな

い。知らない。 
→地域のイベントの時間は，学生の都合がつかな

い。 そもそも，学生マンション内で住人同士の交流が

無い。 →マンション内イベント？ 
 卒業後，東京などに行ってしまうのは？ 

  →京都で働く事の魅力を知らない。 

▼ 結論  ▼ 次回に向けて 
問題点は明らかになったので，具体的な解決策を

出す。                       ▼ 議題 景観を良くする議論は，御池通の景観等具体的な

ぎろんで考えるべき 
▼ 参加者 【堀】山口，佐原 

▼ 議論の内容 
山際→水源  四条通 御池通 高い建物 １つ１つはばらばら

でも，通りとしての統一感 
一律ではなく，通りやマチに出て景観を考える。 

 例えば，「京都ホテル」高さはまあ良いが，薄っ

ぺらい感じがする。また御池通は「より重厚」な

デザインが良いのでは。 
建築技術の進歩を利用して，コンパクトな町に 

 京都の風土が京都盆地の周りの山々のすがたを形

作り，山々の姿が京都を美しい京とたらしめてい

る最大の要素です。 
日本中に山があり，街が，それぞれ違った姿をし

ています。京都の山が，一番なだらかで美しいで

す。それぞれの場所から，山と街並みをマッチさ

せて考えると，具体的な景観基準ができると思い

ます。 ▼ 結論 御池通の景観を具体的に議論するのがいいです

ね。 ▼ 次回に向けて 
   ▼ 議題 京都を日本一の福祉の町にしたい 

▼ 参加者 【長澤】川辺，野崎，尾崎 
▼ 議論の内容 

・充実させるためにどのように予算を配分する

か，重点項目は？ 
・「福祉」という言葉を明るくしたい 

・「福祉」の意味は「幸せ」，皆が幸せになる街

へ →心が通った福祉になるために，地域のコミュニ

ティが必要   昔の煩わしいコミュニティではなく，新しい形

のコミュニティ(明るいコミュニティ) 

 ・その形成にはコーディネーター(人)，場所，し

くみが必要 ・コーディネーターは，専門家かＮＰＯ 

 場所は，学校，商店街など 
▼ 結論 明るい福祉のコミュニティ作りのために具体的な

しくみを考えることが必要 
テーマを絞る？必要な人？ 

▼ 次回に向けて 
明るい福祉のコミュニティの具体的な姿，必要な

(４ページから続く) 
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京都市未来まちづくり100人委員会 第二回会議議事録 人や役割， どこで，何を始めるか？ 
こういったことを明らかにしたい。 

教えて   ▼ 議題 京都のファンを世界につくるネットワーク作りの

まちづくり ▼ 参加者 【木村】山本，丹羽，梶，大木，ドイ，藤村 

▼ 議論の内容 
イチオシの京都を決める。 →自然と一体化した

「和」風か？ 
 観光地としての「ワンシーン」のイメージが強

く，日本人はがっかりする人が多い 

外国人は，建築物，工芸品を評価する人が多い。 

また，他都市(特に東京)に比べて落ち着く，和め

る。  市民の文化発信力が無い。観光客に英語で説明で

きる市民のネットワークをつくりたい。 

外国の都市でも観光客にそっけないが障がい者に

対して手助けの行動をとる。 
京都に長期滞在の個人を名誉市民にとして自国

で，京都のアピールをしてもらう。 

▼ 結論 市民自身が京都を知らなさ過ぎる 等 

▼ 次回に向けて 
   ▼ 議題 みんなが聞き上手。内面からのまちづくり  悩

み，自殺のないまち京都！ 
▼ 参加者 【ふかた】秋元，鷲見 

▼ 議論の内容 
・内面的なものを作ってこそ本当のまちづくり   

→カウンセリングセンター 
・聞くことをメインにしてはいけない 

・悩みを話したくない人もいる(美学として) 

・市の自殺対策会議は作りっぱなしで何もしてい

ない。  ～京都人の内面のイメージ～ 
・排他的 ・冷たい ・いけず ・表裏なく接す

る ・本当のおもてなし 
・コミュニティができている？ ・京都人の暖か

いところ 外と内を分けたがる 

 

京都は敷居を跨ぐまでは排他的。跨いでしまった

ら，仲間の文化はある。 
▼ 結論 おもてなしの京都 

「表の顔＝たてまえ」で接するのではなく「うら

＝本当の心」で人と接しよう 
▼ 次回に向けて 

京都カウンセリングセンター「生きてく」をみん

なに知ってもらう。 
ＵＲＬ : http://ikiteku.net 

１００人委員会発で機能する市民の自殺対策会議

を作る   ▼ 議題 居場所づくり・ 街の緑側ネットワーク 

▼ 参加者 【絹川】山路，佐々木，松本，中前，勝見，住

井，山田，山形，矢田 
▼ 議論の内容 

男からの縁側発言面白い 
３月から家の前で園芸相談している  お茶も出す   

   顔見知りでない人もおいでおいで・・・今月は

つき９回５～６人テーブル椅子を出す。 

   →園芸相談をするのは手がかりなんだ。おしゃ

べりこそ楽しい。 
老人クラブ(山科)会長生きがい作り，囲碁，陶芸 

   →山科１万５千人中４千人が老人会いれば 

   １５万人分の６万５千人市内老人会 

いつも開いていないと意味がない。いろいろな人

が集まらないと 
地域内(町内等)でのコミュニケーションとふれあ

いで活性化  
桂坂住人は結構元気に！ 

例：夏祭り焼肉パーティ(５００円食べ放題)の縁

台で飲む輪ができている。 
サントリー，キリン持ち寄り→元気がなくなって

きている 社協，民生委員会，老人クラブ組織はあれど，縁

側的色合いは少ない･･･ 
 老人バスは快挙 

東京出身 異年齢層(？)だといいな。 

観光農園(ブドウ)  
→観修寺そば 共同出荷 

一人娘 →親とケンカしたときの逃げ場安心安全の場 

 地蔵盆で知り合った人がキー 

 男の逃げ場 
 縁側が山科に生まれそうだとの情報が寄せられ，

老人クラブの方々に連携が 

(５ ページから続く) 

(７ページに続く) 
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京都市未来まちづくり100人委員会 第二回会議議事録 生まれそうです。 
▼ 結論 『縁側マップ(←この言葉すら知らなかった)』を

作ろう！ ▼ 次回に向けて 
縁側情報を教えてください 

縁側ネットを作る為の知恵をもっとほしい 

話したりない 
  ▼ 議題 京都市民一人一人の「おもてなし力」の向上 

▼ 参加者 【吉見】畑本，大木 
▼ 議論の内容 

・京都市民一人一人の[[おもてなし力」をどのよ

うに向上させるかを議論 
 ・例えば，南座で観劇して夜終わってみると土産

店などほとんど閉まっている 
 →「おもてなし力」の不足ではないか。 

 ・観光力の真のニーズは把握されているのか。そ

のような情報はないようだ。 
 →私たちでホテルと連携してニーズ把握調査を

行い，それにより「おもてなし力」の向上につな

げていくべきだ。 
・観光関係にいくつかのグループで議論されてい

るようであるが，まとめて 
 観光部会というものをつくり，その中で検討す

べき ▼ 結論 観光の現状を学んで観光客の不満足調査を行い，

それを，行政･業者･市民の問題に分類し，改善方

策を提言してゆく。 
▼ 次回に向けて 

   ▼ 議題 市民道徳（公共性）の高い市民を自ら作って生き

たい ▼ 参加者 【梶】 ▼ 議論の内容 
 ▼ 結論  ▼ 次回に向けて 

   

▼ 議題 親と子が笑顔で語り合える環境の場をたくさん

造っていきたい 
▼ 参加者 【松江】 ▼ 議論の内容 

 ▼ 結論  ▼ 次回に向けて 
   ▼ 議題 子どもの人間形成のために子どもの「生息環境」

を取り戻したい （山，小川，原っぱ，路地，田ん

ぼ） ▼ 参加者 【山形】 ▼ 議論の内容 
 ▼ 結論  ▼ 次回に向けて 

   ▼ 議題 隣に住んでいる人と安心して語りができる街にし

たい ▼ 参加者 【萩原】 ▼ 議論の内容 
 ▼ 結論  ▼ 次回に向けて 

     ▼ 議題 この場の提案が実行できるまちづくり 

▼ 参加者 【萩原】江森，松葉，青木，新妻，廣江，絹川，

飯田，乾 ▼ 議論の内容 
①会長（機会金属友の会）実践（自分でやる）   

今年のテーマ 

(６ページから続く) 

(８ページに続く) 
ラ

ウ
ン
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京都市未来まちづくり100人委員会 第二回会議議事録  実践するのは制限があってなかなかむずかしい 

②行政「１００人委員会がとうしたら本当に「実

行する」委員会になるのか？」 

③テーマは色々と関心ある→実行方法が見つから

ないと・・・ 
 ・できることは本当に大きくないが，実際の行

動が大切  ・言うだけなら簡単 
 ・今もいろいろやっているが，効率の問題→告

知の問題がある 
・情報をどう伝えるか⇔ルールと活用なくては意

味がない ・実際に自分で動いているのは必要だが，ではど

うするのか？「人と人との問題」 

・活かさないといけない 
                     ▼ 結論 ①プロセスプランニング自体から考えていこうと

する１００人委員会は絶対成功させたい 

②今ある資源や情報をまず交換していかないと，

１からやっていたのでは，不効率 

▼ 次回に向けて 
・まず今ここでは決まっていない「知りたいこ

と・発信したいこと」のリストアップと交換 

・この仕組みで今この会があることは良い→今後

どうしていくのか。 
・プロセスプランニング自体を考えていくこと自

体が１００人委員会のテーマ 
・行政は何を目指しているのか，持っているのか

が明確ではない 
・大学生が入れるシステムを！ 

・まず委員会の情報を広げること 
・目標を明示→広める→行動を起こすために→思

いを伝えるのは難しい 
 →自分たちが汗をかくことが大切ではないか 

  ▼ 議題 京都の仕事は京都でやりたい 
▼ 参加者 【髙木】絹川，藤林，山田，蜂谷，二塚，高野，

立花，山口 ▼ 議論の内容 
・京都観光で東京資本が多く食っている・・・

（出版も同様 ←頭にくる・・・） 

・観光は京都の車にまかせてほしい （観光タク

シー） ・続けていかなければならない仕事があるので

は？ ・京都の人が住めない京都になるのが怖い 

・二塚：大学，観光と色々な仕事は自身はしてき

た ・町屋で結婚式をやる事例，文化を売る人たちが

成功  ・竹の仕事をやっている：中国（海外）のもの

が売れなくなっている 
→京都の竹で作ってくれないの？との声が出始め

ている ・京都にはブランド力がある 
・京都に特化の仕事を徹底して推進しよう 

・京都にあるものは京都で・・・地産地消（いろ

んなもの） →地元企業が仕事をする割合・分野で増やしたい 

・京都のお金は京都で・・・地産地消 

▼ 結論 京都のお金を京都の中で流れる仕組みをつくると

いう意識を皆が持つ必要がある 

▼ 次回に向けて 
 ▼ 議題 ４つのさようならを・・・ 

▼ 参加者 【山形】國枝，リチャード，田村，大西 

▼ 議論の内容 
～４つのさようなら～ 「車社会」 「アスファル

ト路地」  「コンクリート校舎」  「高層マ

ンション」  ・３０年前程は，「観光公害」だった 

・路面電車（ＬＲＴ）を作りましょう！ 

・路地には下水道を作ることから！ 

・建物跡 →ガレージ，駐車場に・・・規制でい

いことがどれだけあるのか 
・いきなりは難しいですが，「そうなったらいい

な」と思う市民は多数派だと思う 

(７ページから続く) 

(９ページに続く) 
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京都市未来まちづくり100人委員会 第二回会議議事録 ▼ 結論 ・好ましい方向だが，賛否あり。 

・規制でメリットが期待できるかは不透明 

▼ 次回に向けて 
                      ▼ 議題 京都景観について＋観光 

   （京ブランドにしがみつかない文化つく

り・美術・社寺，他） 
▼ 参加者 【松本よし子】森本，岡野，丹羽，吉見，矢田，

山田，河分 ▼ 議論の内容 
・景観について何がよいのか皆が言わないといけ

ない ・景観について情報が断片的にしか伝わらない 

・条例に概当しない人（市外の人：観光にくる

人）には喜ばれる 
   →では誰のための条例か？ 

 ・かといって，景観を守りたくないというわけ

ではない ・景観条例によってかかる費用負担は誰がする

の？ ・工業地域に条例が適用され，市外に工場を移設

した方もいる。 
・商売されている方が建物を計画するのが（条例

とのタイムラグが生じ）大変 
・景観を守るべき地域以外のところに条例を適用

するのはなぜだろうか？ 
・景観維持を行うにも，分かりやすく行うべき 

・市民に対して，「返せる」行政を！ 
・京都のよさ，情報提供の遅さ 

  ・フランス・・・景観については，色も統一

されている。 
▼ 結論 ・誰のための条例か？ →京都景観，観光（歴史

資産の）の保存と継続性 
 →一人一人の勇気と行動：何をなすべきかを力

として，さらけだす。自分の問題として捉えて！ 

・京都市民への条例の質疑（賛成・反対かの意見

の尊重） ▼ 次回に向けて 
・いかにして京都の伝統を保存すべきか？ 

・京都の景観・観光の継続性について･･：１０～

２０年後の京都を考えよう。 
・このテーマは委員会議題として相応しいので

は？（市民の声で作るべきこと） 

  ▼ 議題 大学のまち京都 
▼ 参加者 【野崎，深田】増田，新妻，須藤，乾，廣岡 

▼ 議論の内容 
・京都は大学生率がもっとも高い街である（約

９％） 「京都はインターンシップ先が少なく，将来学生

が離れていくのでは？」 
・大学生の力をいかにしてつけるか？ 

  →企業との結びつきがもっと必要ではないか 

  →働いている「リアルな人」がもっと身近に

いるのが京都。 →これをもっと活かそう！ 

 例）居酒屋でアルバイトより，中小企業でもっ

とバイトしてもらう方が。。。 

・インターンシップは「お守り」である。 

（大学生は毎日必須の授業の詰め込み，→学生が

成長する機会を，うばっているところが多い） 

・インターンシップ，世界一周，バイト，研究，

など何でもいいから，そこから自分 

 が何を得たかが大切である。 

▼ 結論 ・本当の意味で大学のまちとなろうとするには，

たくさんの各論がある。 
・テーマをとり具体化し，この大テーマを今後も

議論をつづける。 
▼ 次回に向けて 

・学生が主体的にアクションをする委員会の設置

（学生１００人委員会の設置等） 

・話題が多様で広く，深く，時間枠におさまらな

い→ 一つの「大議題」として 

 今後ともこの議題で話し合いを続けることが必

要 ・学生が自由に活動できる時間として大学の授業

(８ページから続く) 

(10 ページに続く) 
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京都市未来まちづくり100人委員会 第二回会議議事録 時間を大学が提供できるように働きがける。 

・「京都の仕事は京都でしたい」「自らこの町が

好き」というテーマを設けたら？ 

  ▼ 議題 京都の全体都市計画の見直し 
▼ 参加者 【堀】土岐，岡本，西尾 

▼ 議論の内容 
・ハコ物より住民の視点で必要なものを，例えば

下水道の整備 
・山際までの住宅開発を止め，もっと個性を残し

て，市内の空き地を活用する事を考えよ 

・京都の動物園を観光地にする様に考え直す→自

然豊かな場所を活用する 
・住民の視点から都市計画を見直す必要がある 

・人の命を大切にすることを考えて都市計画を考

える必要がある 
・基本を大切にする心が大事 

・住民が参加すること都市計画の在り方，制度を

考える必要がある 
・水族館をつくるのは不要 

・政治に参加することにしてほしい 

▼ 結論 ・住民参加の視点から都市計画の作り方を見直す

べき。住民の知らないところで，いろんな所で決

められ，作られている。 
▼ 次回に向けて 

・（他グループ議論との共有） 

  「住民の知らないところで議論が進められて

いる」・・・について 
  「京都景観について」グループ（テーマ）と

共有・合流する価値があると思う 

  ▼ 議題 外国からの観光客になるべく安心して楽しんでも

らえるようなシステムを作る      

▼ 参加者 【中村】 ▼ 議論の内容 
▼ 結論 ▼ 次回に向けて 

  ▼ 議題 住みよい京都の全体配置をもう一度考え直す 

▼ 参加者 【堀】並川 ▼ 議論の内容 
▼ 結論 

▼ 次回に向けて 
  ▼ 議題 自然を守り育てる 名水を生かしたまちづくり 

▼ 参加者 【上原】吉見，中園，広江，鈴木，石盛，中澤，

絹川 ▼ 議論の内容 
市内に残るもの２００くらい。 

くむことができる名水があるのは世界中を見ても

京都くらい。 
人々とどう自然を関わらせられるか。 子供たち

に資源を知らせる。 
                            <インセンティブ> 

義務  企業，大学，学校の単位 

森林  貢献―市民税減免 
残していく ＋ 新しい名水＆忘れ去られた名水 

→マップ作り  →指定制度をつくる 

災害 山の保全，放置，竹，木 

（間伐材の利用 ペレット） ：使ってもらう方

法 ▼ 結論 ココロの豊かな社会 
▼ 次回に向けて 

(１０ページから続く) 

つなげる方法 良いものを知らせる 使ってもらうこと 水と人 ○ボランティア ○朝市 ○里親制度 
山(自然）と街 距離感を明確 



11 

京都市未来まちづくり100人委員会 第二回会議議事録  □ 第２回会議について 
・ 同じような議題でもグループによって，意見が

異なっていて，良かった。 
・ 人の多様性を感じることができた。 

・ 今度は京都に住む人，来る人でグループ分けを

して議論したい。 
・ 多様な人の意見を聞くことが出来て，良かっ

た。 → １つの議題でも多様な意見を聞くことが出来

た。 → 逆にまとまりが悪いように感じるときもある。 

・ 同じ目線の高さで話やすい雰囲気でした。 

・ 落としどころがわからない。 

・ 夢を語るのも良いのですが，もっと勉強してか

ら提言してほしい。 
・ まだ第２回ですので，まだ何も言えません。 

・ もっと専門的な知識を持つ人がいれば，（例え

ば，特定の分野の職人など）良かった 

→ が一方，議論が専門的になると専門的な知識を

持つ人の意見が中心になってしまう。 

□ １００人委員会について 
・ 何か提案を１つにまとめるとか実現させると言

うのは，人と人が繋がって，活性化するのが重要

なのでは ないか。 ・ 男女のバランスが悪い（男性が多い）。 

・ 全員から意見の出る１００ 人委員会にした

い。 → 話の長い人が多い。 
→ 話をしたい人がどうしても目立ってしまう。 

→ 積極的に発言する人が多くいるのは良い。が，

発言の少ない人をどうフォローするか？ 

・ 今後の発展が楽しみ。 
・ まだ第２回なので抽象的でも構わないが，具体

的に実行まで出来るか不安である。 

・ １００人委員会の中でも議論グループだけでな

く，成果を出すグループも作るべきでは？ 

・ □ 第２回会議のイメージ 
・ 楽しかった。 

・ 価値の共有。 
・ リラックスして話せた。 

・ 委員が積極的。 
・ 最初は戸惑ったが，面白かった。 

・ しんどい。 
・ いろんな意見を聞けた。 

・ 雑然。 □ 議論の方法（ＯＳＴ）について 

・ 発言を後から検証できるようにテープにとって

ほしい。後から振り返ることができるので。 
・ 議長にはファシリテーターの知識などいるので

難しい ・ スキルが必要なので，スタッフから出すべきで

は？ ・ 議長のウデ次第で議論が良くも悪くもなってし

まう。  ・ 何か議長では一工夫ほしいです。 

・ 議長が自分の意見を出しすぎると，議長の意見

をみんなで聞くだけになってしまう。議長とファ

シリテーターの両立が難しい。 

・ マーケットプレイスが見えにくいので，もっと

高い位置に貼ってほしい。 
・ 会場図をもっと大きくしてほしい。 

・ レポートをまとめる時間が少ない。 

・ 議論の時間が短い。 
・ １回のラウンド毎に＋１０分してほしい。 

・ 全体的に時間が足りないので，長くしてほし

い。 ・ １回のラウンドの時間は短くてもいいから，ラ

ウンドの数を増やしてほしい。 

・ どこでどの議論が行われているかがわかりにく

い。 ・ テーマが重なっているグループがあったが，グ

ループ毎に出た意見が違うので良かった。 

・ どういうプロセスで違ったのかも含めて，共有

したい。 ・ 議論のテーマが大まか過ぎると動きにくい。 

・ テーブルがあったほうが話しやすいかもしれな

い。 ・ 司会者の嘉村さんの声が聞き取りにくい。 

・ 各々議論したいグループになるのも良いが，次

からは５グループにくらいに分けてもいいので

は？ ・ 自由度は高かったが，各々の議論は高かったの

どうかは心配。 
・ 他のグループとの共有が出来ない。 

・ ポストイットなどを使って，共有すればいいの

では？ ・ 議論に熱中してしまうので，終了１０分前には

「予鈴」などほしい。 
・ 複数のグループに属せるようになれば良い。 

・ もっと議論中も動けるような雰囲気にしたい。 

・ まだ動くことを躊躇して，我慢して人の意見を

聞いている人もいる。 
・ ラウンドの開始が滞っている。もっとスムーズ

にできないだろうか？ 
□ 運営について 

・ 定刻主義にするなどして，遅刻をなくすべき。 

・ リユースカップを使うくらいならペットボトル

じゃなくて，紙パックにすべきではないのか。 

・ 会議が始まる前にいきなり「議題を出してくだ
(12 ページに続く) 
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さい」と言われても，出しにくい。 

・ 会議の案内と一緒にアナウンスしてくれたらと

思う。 ・ 先に４００字くらいで提出しておいて，当日に

は紙媒体で配るなどするのはどうか？ 

会議で気づいたこと または成果 

・ 人と人のつながりの大切がわかった。 

・ これからは話す方を短く，分かりやすくなるよ

うに意識しようと思った。 
・ もっと地域のアンテナを立てようと思った。 

・ 自分の興味関心の分野が広がった。 

・ 京都について考えるようになった。 

・ 地域コミュニティの重要さを知った。 

・ 主体性とは頭で理解をしていても，なかなか体

が動かないと感じた。 
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 京都市未来まちづくり100人委員会 第二回会議議事録 問1-9　今後も会議に参加したいですか
絶対参加したい40%参加したい41%

どちらでもない13%
参加したくない3% 二度と参加したくない0% 無回答3%


